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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 583,114 △7.0 80,084 2.1 82,214 11.7 60,318 11.5

2025年３月期第３四半期 626,757 5.6 78,460 △13.3 73,589 △13.6 54,112 △10.3

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 67,553百万円（19.3％） 2025年３月期第３四半期 56,627百万円（△16.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 288.77 －

2025年３月期第３四半期 259.14 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,835,085 445,254 24.1

2025年３月期 1,859,830 400,847 20.5

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 443,072百万円 2025年３月期 380,725百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 7.50 － 12.50 20.00

2026年３月期 － 10.00 －

2026年３月期（予想） 12.50 22.50

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 780,000 △9.1 70,000 △30.7 65,000 △28.9 48,000 △26.3 229.79

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 210,333,694株 2025年３月期 210,333,694株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 1,426,481株 2025年３月期 1,485,248株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 208,884,457株 2025年３月期３Ｑ 208,812,627株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規  －社  （社名）－、除外  3社  （社名）北陸電気工事（株）、（株）日建、ホッコー商事（株）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の

会計処理に関する注記」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等については、添付資料Ｐ．３

「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は2026年１月29日（木）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

① 全般の概況

当第３四半期の収支については、売上高（営業収益）は、総販売電力の増加はあったものの、燃調収入や容量確

保契約金額の減少などにより、前年同四半期に比べ436億円減の5,831億円（前年同四半期比 93.0％）となり、こ

れに営業外収益を加えた経常収益は前年同四半期に比べ369億円減の5,940億円（同 94.2％）となった。

また、経常利益は、総販売電力の増加や燃調タイムラグ差益などにより、前年同四半期に比べ、86億円増の822

億円（同 111.7％）となった。

これに、特別利益及び法人税等を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は603億円（同 111.5％）

となった。

特別利益については、近年の災害激甚化に伴い2021年４月に創設された「災害等復旧費用の相互扶助制度」に基

づき、電力広域的運営推進機関から交付金決定通知を受けた、令和６年能登半島地震及び令和６年奥能登豪雨に伴

う仮復旧費用に対する災害等扶助交付金19億円を計上している。

② セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）

a. 発電・販売事業

　当第３四半期連結累計期間の総販売電力量については、247億26百万キロワット時となり、前年同四半期と

比較すると6.9％の増加となった。

　このうち、小売販売電力量については、電灯で前年同四半期なみとなった一方、電力で契約電力が増加した

ことから、178億1百万キロワット時となり、前年同四半期と比較すると2.9％の増加となった。また、卸販売

電力量については、卸電力取引所等への販売増から、69億25百万キロワット時となり、前年同四半期と比較す

ると18.9％の増加となった。

　供給力については、志賀原子力発電所１・２号機が引き続き運転できなかったものの、出水率が102.6％と平

年を上回ったほか、供給設備全般にわたる効率的運用に努めた結果、期を通じて安定した供給を維持すること

ができた。

　収支については、売上高は、総販売電力の増加はあったものの、燃調収入や容量確保契約金額の減少などに

より、前年同四半期に比べ260億円減の5,319億円（前年同四半期比 95.3％）となった。

　また、経常利益は、総販売電力の増加や燃調タイムラグ差益などにより、前年同四半期に比べ94億円増の662

億円（同 116.5％）となった。

b. 送配電事業

　売上高は、再生可能エネルギー電源の買取に伴う卸電力取引所での販売の増加などにより、前年同四半期に

比べ45億円増の1,628億円（前年同四半期比 102.9％）となった。

　また、経常利益は、容量拠出金の減少などにより、前年同四半期に比べ21億円増の149億円（同 116.4％）

となった。

c. その他

　売上高は、請負工事の受注が減少したこと及び2025年８月に北陸電気工事㈱が持分法適用会社となったこと

などにより、前年同四半期に比べ180億円減の946億円（前年同四半期比 84.0％）となり、経常利益は、前年

同四半期に比べ23億円減の59億円（同 71.4％）となった。

（２）当四半期の財政状態の概況

　資産合計は、前連結会計年度末に比べ247億円減の１兆8,350億円（前期末比 98.7％）となった。これは、当社

子会社の北陸電気工事㈱が持分法適用会社となったことなどによるものである。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ691億円減の１兆3,898億円（同 95.3％）となった。これは、仕入債務の

減少などによるものである。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ444億円増の4,452億円（同 111.1％）となった。これは、親会社株主に

帰属する四半期純利益の利益剰余金への計上などによるものである。
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今回予想値 前回予想値

総販売電力量（億kWh）

[前期比]

330程度

[103％程度]

330程度

[103％程度]

為替レート（円／ドル） 151程度 151程度

原油CIF（ドル／バーレル） 70程度 70程度

石炭CIF（ドル／トン） 120程度 120程度

LNG CIF（ドル／トン） 570程度 570程度

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年10月30日に公表した連結業績予想及び期末配当予想から変更はない。

期末配当予想については、当社の株主還元に関する方針「一定程度回復した自己資本比率を踏まえた『株主還

元』および『財務基盤』の強化により、皆さまの期待にお応えし続けます」に沿って、１株につき12円50銭として

いる。

［主要諸元］
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

固定資産 1,428,159 1,466,570

電気事業固定資産 847,740 877,535

水力発電設備 96,236 107,680

汽力発電設備 207,945 224,410

原子力発電設備 81,420 75,799

送電設備 164,813 168,976

変電設備 94,444 95,064

配電設備 162,073 167,217

業務設備 35,494 33,249

その他の電気事業固定資産 5,311 5,136

その他の固定資産 62,445 59,455

固定資産仮勘定 204,716 180,125

建設仮勘定及び除却仮勘定 190,928 166,337

使用済燃料再処理関連加工仮勘定 13,787 13,787

核燃料 75,698 76,596

装荷核燃料 26,219 26,219

加工中等核燃料 49,479 50,376

投資その他の資産 237,558 272,857

長期投資 126,583 141,999

退職給付に係る資産 39,597 38,636

繰延税金資産 30,920 22,694

その他 40,595 69,720

貸倒引当金（貸方） △138 △192

流動資産 431,670 368,515

現金及び預金 239,372 179,455

受取手形、売掛金及び契約資産 97,924 75,514

棚卸資産 37,460 35,396

その他 57,147 78,363

貸倒引当金（貸方） △235 △213

合計 1,859,830 1,835,085

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債及び純資産の部

固定負債 1,132,753 1,104,251

社債 566,700 529,700

長期借入金 445,741 456,336

退職給付に係る負債 31,628 28,607

災害復旧費用引当金 12,879 12,963

その他 75,804 76,643

流動負債 324,013 283,139

１年以内に期限到来の固定負債 137,762 138,625

短期借入金 250 618

支払手形及び買掛金 63,674 36,651

未払税金 23,997 26,318

災害復旧費用引当金 3,532 2,254

その他 94,796 78,670

特別法上の引当金 2,214 2,440

渇水準備引当金 2,214 2,440

負債合計 1,458,982 1,389,831

株主資本 348,921 404,403

資本金 117,641 117,641

資本剰余金 33,375 32,793

利益剰余金 201,044 256,975

自己株式 △3,139 △3,007

その他の包括利益累計額 31,804 38,669

その他有価証券評価差額金 13,861 23,130

繰延ヘッジ損益 5,744 8,038

為替換算調整勘定 606 634

退職給付に係る調整累計額 11,592 6,865

非支配株主持分 20,122 2,181

純資産合計 400,847 445,254

合計 1,859,830 1,835,085
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

営業収益 626,757 583,114

電気事業営業収益 560,298 527,897

その他事業営業収益 66,459 55,216

営業費用 548,296 503,030

電気事業営業費用 487,106 451,720

その他事業営業費用 61,189 51,309

営業利益 78,460 80,084

営業外収益 4,175 10,917

受取配当金 793 935

受取利息 174 713

為替差益 121 2,406

持分法による投資利益 575 3,399

その他 2,509 3,463

営業外費用 9,047 8,786

支払利息 5,494 6,354

その他 3,553 2,431

四半期経常収益合計 630,933 594,031

四半期経常費用合計 557,343 511,816

経常利益 73,589 82,214

渇水準備金引当又は取崩し △196 226

渇水準備金引当 － 226

渇水準備引当金取崩し（貸方） △196 －

特別利益 3,111 1,950

災害等扶助交付金 3,111 1,950

税金等調整前四半期純利益 76,897 83,938

法人税、住民税及び事業税 21,376 23,620

法人税等調整額 344 △237

法人税等合計 21,720 23,382

四半期純利益 55,176 60,556

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,064 237

親会社株主に帰属する四半期純利益 54,112 60,318

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

四半期純利益 55,176 60,556

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 868 9,305

繰延ヘッジ損益 2,447 1,947

為替換算調整勘定 － △188

退職給付に係る調整額 △1,775 △4,718

持分法適用会社に対する持分相当額 △88 650

その他の包括利益合計 1,450 6,997

四半期包括利益 56,627 67,553

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 55,592 67,183

非支配株主に係る四半期包括利益 1,035 370

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記

（税金費用の計算）

　税金費用については、一部の連結子会社を除き、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算している。

（単位：百万円）

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

発電・販売
事業

送配電
事業

売上高

電灯・電力料 399,321 24 － 399,346 － 399,346

地帯間・他社販売電力料 104,229 22,651 － 126,881 － 126,881

託送収益 － 13,046 － 13,046 － 13,046

その他　（注）４ 18,554 2,468 66,459 87,482 － 87,482

外部顧客への売上高 522,106 38,191 66,459 626,757 － 626,757

セグメント間の内部売上高

又は振替高
35,812 120,087 46,178 202,078 △202,078 －

計 557,919 158,279 112,637 828,836 △202,078 626,757

セグメント利益 56,842 12,851 8,267 77,962 △4,372 73,589

（４）セグメント情報等の注記

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分には、設備保守・運営・管理、建設工事の受託・請負、資機材等の製造・販

売、情報・通信、エネルギー、事業投資、不動産管理、エネルギーソリューション、環境調

査、土木・建築工事の調査・設計、家庭向け営業業務、シェアードサービス、オフィスサポー

ト業務、農産物の生産などの事業を含んでいる。

２．「セグメント利益」の調整額は、セグメント間取引消去である。

３．「セグメント利益」は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

４．「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づき実施される「電気・ガス価格激変緩和対策

事業」及び「酷暑乗り切り緊急支援」により、国が定める値引き単価による電気料金の値引き

を行っており、その原資として受領する補助金16,650百万円を売上高「その他」に含めてい

る。内訳は、「発電・販売事業」が16,500百万円、「送配電事業」が０百万円、「その他」の

区分が149百万円である。なお、当該補助金は顧客との契約から生じる収益以外の収益である。

また、当該補助金を除く顧客との契約から生じる収益以外の収益は、重要性が乏しいため、売

上高「その他」に含めている。
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（単位：百万円）

報告
セグメント その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

発電・販売
事業

送配電
事業

売上高

電灯・電力料 392,180 17 － 392,197 － 392,197

地帯間・他社販売電力料 80,626 28,670 － 109,296 － 109,296

託送収益 － 13,951 － 13,951 － 13,951

その他　（注）４ 9,590 2,692 55,385 67,668 － 67,668

外部顧客への売上高 482,397 45,331 55,385 583,114 － 583,114

セグメント間の内部売上高

又は振替高
49,519 117,522 39,245 206,287 △206,287 －

計 531,917 162,853 94,630 789,401 △206,287 583,114

セグメント利益 66,243 14,958 5,901 87,104 △4,889 82,214

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分には、設備保守・運営・管理、建設工事の受託・請負、資機材等の製造・販

売、情報・通信、エネルギー、事業投資、不動産管理、エネルギーソリューション、環境調

査、土木・建築工事の調査・設計、家庭向け営業業務、シェアードサービス、オフィスサポー

ト業務、農産物の生産などの事業を含んでいる。

２．「セグメント利益」の調整額は、セグメント間取引消去である。

３．「セグメント利益」は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

４．国の「電気・ガス料金支援」により受領する補助金7,276百万円を売上高「その他」に含めてい

る。内訳は、「発電・販売事業」が7,234百万円、「送配電事業」が０百万円、「その他」の区

分が41百万円である。なお、当該補助金は顧客との契約から生じる収益以外の収益である。ま

た、当該補助金を除く顧客との契約から生じる収益以外の収益は、重要性が乏しいため、売上

高「その他」に含めている。

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はない。

（６）継続企業の前提に関する注記

該当事項はない。

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）

減価償却費

のれんの償却額

47,035百万円

647

48,364百万円

612

（７）四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記

- 8 -

北陸電力㈱（9505）2026年３月期 第３四半期決算短信



独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

２０２６年１月２９日

北　陸　電　力　株　式　会　社

　取　締　役　会　　御　中

EY新日本有限責任監査法人

富　　山　　事 　務 　所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 佐　藤　森　夫

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 仲　下　寛　司

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 大　槻　昌　寛

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている北陸電力株式会社の２０２５年４月１日から２０２６

年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（２０２５年１０月１日から２０２５年１２月３１日まで）

及び第３四半期連結累計期間（２０２５年４月１日から２０２５年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行っ

た。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・  主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・  継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を

表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来

の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・  四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・  四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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